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プリジェルファミリーエデュケーター試験概要 　2026.1改訂

※実施に関する詳細は、プリジェル公式 HP にて随時公開いたします。

ファミリーエデュケーター定義

プリジェル商品の特徴と使用方法を理解しており、サロンワークまたはセルフネイルでも問題なく扱えるレベル。

※スクール開講はできません

実施日

2026年2月・3月

実施場所

プリアンファ　カンファレンスルーム（東京・兵庫）

マスターエデュケーター各スクール、YUKAKO先生・MIYUKI先生・RENTAN先生スクール

受験費用

10,500円（税込）　※振込手数料はご負担ください。※試験料は試験施行中止以外は返金はございません。

お申込み方法

プリアンファ専用会員サイトより

お申込み期間

プリジェル公式ホームページにて随時公開いたします。

受験必須資格

・プリジェルエデュケーター養成講座2講座を修了していること　（ベーシックコース・アドバンスコース）

　アドバンス講座修了者番号（または試験対策コース修了証）

持参する物

①筆記用具　②受験票　③実技試験に必要な物　※デスクライトが必要な場合は各自ご持参ください。                                                                                

注意事項

　※赤字は メーカー指定商品  です。

　※メーカー指定商品 を他社商品でセッティングした場合は 失格 となります。

　※ジェルはPREGEL製品を使用してください。　

　※溶剤・ジェルの容器詰め替えは 禁止 です。　

　※品名ラベルは不要です。(貼付する場合は、カラー名または品番どちらかは、はっきり見えるようにすること)

機器 レクシアEXまたはレクシアパーフェクト　※台数は１人１台まで。

衛生用品
コットン、プレップコットン、ワークシート（片面防水・片面吸水）、ウェットステリライザー、

ペーパータオル、手指消毒用液、ガーゼ、タオル等　※コットン類は蓋つきの容器に入れること

ジェル

≪ベースジェル≫ プリジェル製品のベース（ピーラブルンベース/ノンサンディングフィルは除く）

≪トップジェル≫ プリジェル製品のトップジェル（ノンワイプクリアトップジェルは除く）

≪ミキシングジェル≫ プリジェルカラー EXミキシングクリアまたはプリジェルミューズミキシングクリアミューズ

≪カラージェル≫ プリジェルカラー EX、プリムドール、プリジェルミューズ、プリムドールミューズ

 ※指定カラーは【実技試験】内容をご確認ください。

≪スカルプジェル≫ プリジェル製品の長さ出しが可能なジェル（品名は問わない）

溶剤類
≪油分・水分除去≫ プリジェルネイルプレップ

≪未硬化拭き取り≫ プリジェルクリーナープロ EX－Ⅱ

ツール

　プリジェル製品のファイル （プリジェルダイヤモンドファイル150Ｇ 、プリジェルシャイナーは除く ）
　プリアンファ製品のステンレスプッシャー（ロゴの入っているもの） 、 プリジェルブラッシュオンネイルグルー

　SPIRITプリジェル筆 、プリアンファピグメントスパチュラまたは SPIRITスパチュラ

　プレップコットン、　キューティクルニッパー（セッティングする場合）、筆洗浄剤するする（セッティングする場合）、コットン、

　ケア用ブラシ、ネイルブラシ、ダストブラシシザー、チップカッター

その他
　CCキューティクルリムーバー 、フィンガーボウル、水入れ、洗浄瓶、フォーム、ハーフチップ（ナチュラルに限る）、Ｃカーブスティック

　パレット、ごみ袋、セロテープ、トレイ、タイマー、その他必要な物

使用・持ち込みを禁止する用具・用材　≪失格対象≫

　ピーラブルンベース・ノンサンディングフィル・ノンワイプクリアトップジェル・キャンジェルシリーズ４種類・マットコート・アクティベーター

　グラデーション筆・プリジェルダイヤモンドファイル１５０Ｇ、プリジェルシャイナー・ドットペン

　ネイルマシーン・ステッカー・ホイル・パーツ・パウダー類

　その他試験課題項目に必要のない用具・用材　※減点・失格対象についての詳細は別紙参照

モデルの爪について

・モデルの方は15歳以上に限ります。（男女不問、弊社エデュケーター不可） 
・爪または爪周りの皮膚に疾患が認められる場合はモデルになれません。 
・リペアは2本まで可（ただしナチュラルネイルと同じ形に仕上げてください） ※当日申請要

・試験で施術しない爪は、施術する爪と同じ形で自爪またはクリアジェルのみ可とします。

・ウォーターケアは前日までに仕上げておいてください。

試験内容 【実技・筆記共に2025.5.15刷新の新テキストでの審査となります 】

実技 90 分 + 筆記 40 分　合計 130 分　 合格基準は 筆記 80 点以上かつ 実技 70 点以上

※セッティングは一斉にスタート　※試験開始前はテーブルの上は何もない状態にすること（デスクライトは除く）

〔15分〕 セッティング 　 テーブルセッティング

〔15分〕 事前審査 　 テーブルセッティング、モデルの爪、使用商材チェック

〔90分〕 実技試験
　 右手3本： ワンカラー、フレンチカラー、フラワーアート　

　 左手2本： ジェルスカルプチュア、グラデーション、チップオーバーレイ 
〔10分〕 インターバル 　 実技試験の片付け、筆記試験の準備

〔40分〕 筆記試験 　 商品説明、プリジェルの特徴、爪の病気とトラブル、ジェル基礎知識、消毒衛生



　　　NO.2
セッティング　

①テーブルの上を消毒液を含ませたペーパータオル（除菌シート使用可）などで拭く。

②作業位置にワークシートを敷く。 　　　　　   　セッティングイメージ  ▶

・ワークシートの下に滑り止めシートやタオルを敷く事は可（ただし、ワークシートは必ず防水面が下）

・ワークシートの上にキッチンペーパーを重ねても可（その場合、交換はキッチンペーパーのみでも可）

③ツール類・消毒関連のものはまとめて置く。※直置き禁止（ライト・水以外）

④ライトの動作確認を行う。　

⑤カラージェルの攪拌を行う。※ただしライナーシリーズは必要な場合のみで可

実技試験〔90分〕　

① 手指消毒    ※テキスト通りの手順で行うこと

② ファイリング    ※ナチュラルネイルのファイリングには必ずプリジェルエメリーボードを一方向で使用すること　　

③ キューティクルケア

　・試験はテキスト〈ccキューティクルリムーバーを使用する場合の手順(正誤表) 〉の工程1.2を省いても可

　・.クリーンナップの際はガーゼ・ウェットティッシュ使用可（ただし、ウェットティッシュの際も水につけること）

　・ブラシダウンは必ず 裏表 行うこと

④ サンディング 　・サンディングは一方向に行う

⑤ ダストオフ    ※ダストオフはダストブラシを使用しても良いが、最後は必ずネイルブラシを使用すること

⑥ 油分・水分除去    ※プレップコットンは一指一面以上で使用

   ※②～⑥は実技試験を行う5本のみで可

【右手】 5mm以下のラウンド　

人差指 ワンカラー   使用カラー 　 ： Ｍ032スーリアレッド / 285リアルレッド / M031マザーズレッド / 112赤

  使用カラー 　 ： W51フレンチホワイト・ Ｍ124アフタヌーンティー / 106ビスケットベージュ 
中指 フレンチカラー 　・フレンチ部分の筆は AB-5 指定　

　・必ずバックワイプでスマイルラインを整えること（SPIRITプリジェル筆であれば可）

　エデュケーターテキストP36～P38掲載のフラワーアート3種のいずれか１つを描くこと。

　  ・ベースカラー/フラワーアートに使用するカラーは自由。（テキストと同色でも可）

薬指 フラワーアート 　  ・フラワーアートには3色以上使用すること。   
　  ・ステッカー・ホイル・パーツ・パウダー類の使用不可　   
    ・SPIRITプリジェル筆のみで描くこと。（ドットペンなどの使用不可）

【左手】 5～10ｍｍ以下のスクエアオフ  　〈 フォーム・チップ事前仕込み可 〉

中指
ジェルスカルプチュア

＋
グラデーション

  使用カラー： Ｍ028コットン キャンディ / 292チェリッシュボンボン

　・筆は FBｰ５ または FBｰＬ 指定　

   ・爪全体の3分の2からはじまっており3段階以上で施すこと

   ・カラージェルとミキシングクリアを混ぜて使用すること　※ミキシングの際はスパチュラを使用すること

   ※Cカーブは10～30％程度     ※フリーエッジの長さがベットの倍以上にはならないように注意すること

薬指 ジェルチップ
オーバーレイ 

【クリア仕上げ】※ノンサンディング、またはサンディング有 どちらの技法でも可

   ※Cカーブは10～30％程度     ※フリーエッジの長さがベットの倍以上にはならないように注意すること

【注意事項】

　● ベースジェル、カラージェル、トップジェルを塗る際の筆は OB-5  /  OB-L  /  FB-5  /  FB-L  のいずれかを使用すること

　● ジェル塗布時点でワークシート等の上にダストがないこと

　● 試験中に筆の洗浄を行う際は、ネイルプレップまたは筆洗浄剤するするのいずれかで行うこと

　● 工程手順はテキスト通りに行うこと（2025.5.15発行の新テキスト）

　● 右手3本、左手2本のそれぞれのバランスを整えること

　● その他の減点・失格対象については別紙参照

完成イメージ ▶ フラワーアート例 ▶


